
大
雪

山

の
動
物
研
究
史

北
海
道
の
中
央
部

に
ひ
か
え
、

二
一二
万

二
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
広
大
な
面
積

と
複
雑
な
地
形
を
も

つ
大
雪
山
地
域

は
、
近
年

ま

で
深

い
森
林

に
覆
わ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
住
む
動
物
相
は
変
化

に
富
み
、
生
息
数
も
多

い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
動
物

に

つ
い
て
の
研
究

は
意
外

に
少
な
く
、

二
、
三
を
除
け
ば
近
年
ま
で
見

る
べ
き
も

の
は
ほ
と

ん
ど
な

か

つ
だ
と
い
え

る
状
態

で
あ

る
・

こ
こ
で
は
手

に
入
る
限
り
の
文
献
を
も
と
に
そ

の
研
究
史
を
紹
介
し
、
今
後

の
問
題
点
を
考
察
し

て
み
た

い
と
思
う

(
以
下
、
カ

ッ

コ
内
番
号

は
文
献
番
号
を
示
す
)
。

阿

区立
口

永

ヱ7

§

哺

乳

類

§

一
九
三
〇
年
代
初
期
ま
で
、
大
雪
山

の
哺
乳
類
に
関
す

る
研
究
報

告
は
ほ
と

ん
ど
見
当

ら
な
い
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
の
時
期

に
も
大
雪
山

の
動
物
が
調
査

さ
れ
な
か

っ
た
わ
け

で
は
な

い
が
、
研
究
報
告
と
し

て
出
始

め
る
の
は

一
九
三
〇
年
代

に
入

っ
て
か
ら
で
あ

る
。
ま
ず

一
九

二
五
年
、
大
雪
山
調
査
会

々
員

と

し
て
動
物
調
査
中

の
犬
飼
哲
夫
博
士
は
白
雲
岳

に
お
い
て

ナ
キ
ゥ
サ
ギ

の
も
の
と
思
わ
れ

る
巣
穴
や

貯
食

に

つ
い
て
観
察
を
行

い
、
貯
蔵
食
物

の
中

に

一
六
種
の
植
物
が
集
め
ら
れ
て
い
る
の
を
記
録
し
た

(
一
三
)
。

ま
た
、

こ
れ
に
前
後
し

て

一
九
二
八
年
十
月
、
北
見
国
置
戸
国
有
林

に
お
い
て
植
林
木
を
加

害
す

る
も

の
と
し
て
捕
獲
さ
れ
た
動
物
を

め
ぐ
り
、
岸
田
久
吉
氏
(
二
一二
)
、
犬
飼
博
士
と
島

倉
亨
次
郎

博
士

(
一
九
)
が
そ
れ
ぞ
れ
報
告
を
行

い
、
前
者
は
そ
れ
に

エ
ゾ

ハ
ッ
カ
ゥ
サ
ギ
と

い
う
新
種

の
名
称

を
与
え
、
後
者

は
そ
れ
を
単

に
ナ
キ
ゥ
サ
ギ
属

の

一
種

と
し
て
同
定
し
た
。

一
方

、

一
九
二
九
年
夏
、
動
物
調
査

の
た
め
大
雪
山

に
登

っ
て
い
た
小
林
賢
三
氏
は
黒
岳
附
近

に
お

い
て
鳴
声

を
発
す

る
不
明
種

の
動
物
を
発
見

し
た
の
で
、
佐
竹
喜

久
松
氏

に
採
集
を
依
頼
し

て
お

い
た

と
こ
ろ
、
翌

一
九
三
〇
年
七
月

に
三
頭
が
捕
獲
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
は
小
林
氏
を
通
じ
て
岸
田
氏

に
よ

つ

て
同
定
さ
れ
、

コ
パ

ヤ
シ

ハ
ッ
カ
ゥ
サ
ギ
、
ダ

イ

セ
ッ

ハ
ッ
カ
ウ

サ
ギ
と
い
う
、
置
戸
産

の
も

の
と
は

異
な

る
二
つ
の
新
種
と
し
て
、
同
年
夏
、
札
幌
で
開

か
れ
た
日
本
動
物
学
会
大
会

で
発
表
さ
れ

た
。

こ

の
大
会
後

、
木
下
周
太

氏
、
佐
竹

氏
、
岸
田
氏
ら
が
再
び
大
雪
山
に
登
り
、
さ
ら

に
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
捕

獲
を
行

っ
た
。

こ
れ
ら
を
含

め
て
検
討
し
た
岸

田
氏
は
大
雪
山
の

ナ
キ
ゥ
サ
ギ
に
七
種
、
置
戸
産
を
合

わ

せ
る
と
北
海
道
に
八
種

を
認

め
る
と

い
う
非
常
識
と
も
い
え
る
分
類
を
行

っ
た
(
二
五
)。
周
知

の
と

お
り
、
学
会

で
は
こ
の
説

は

一
度
も
認
め
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
北
海
道

の
ナ
キ
ゥ
サ
ギ
は

一
種

と

い
う

こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、

一
九
三
〇
年
九
月

に
大
雪
山
黒
岳

に
お

い
て
上
記
佐
竹
氏

に
よ

っ
て
採
集
さ
れ
た
ネ
ズ

ミ
に

対

し
て
、
岸
田
氏
は
サ
ダ

ヶ
ヤ
チ
ネ
ズ
ミ
と

い
う
新
種
名
を
与
え
た
が
、
こ
れ
も
現
在

で
は
ミ
カ
ド
ネ

ズ
ミ
の
異
名
に
す
ぎ
な

い
と
さ
れ
て
い
る

(
二
四
)
。

北
海
道

に
お
け
る

ナ
キ
ゥ
サ
ギ
の
分
布
に
関

し
て
は
、

一
九
三
二
年
当
時
に
お
い
て
、
す

で
に
主
要



地
域

は
確
定

さ
れ

て
お
り
、
大
雪
山
塊

で
は
黒
岳

か
ら
忠
別
岳
、

ト
ム
ラ
ウ
シ
岳
、
石
狩
岳

、

ユ
ニ
石

狩
岳
、

ク

マ
ネ
シ
リ
、
音
更
岳
、
美
瑛
岳
、
上
ホ

ロ
カ
メ
ツ
ト
ク
、
富
良
野
岳
、
然
別
沼
ま
で
、
さ
ら

に
夕
張
岳
、
芦
別
岳
、
日
高
山
塊

に
お
け

る
分
布
も
記
録

さ
れ

て
い
た

(
一
四

)
。

こ
れ
ら

一
九
三
〇
年
代
初
期

に
お
け

る
ナ
キ
ウ
サ
ギ
を
中
心
と
し
た
研
究

の
後
、
大
雪
山
の
哺
乳
類

に
関
す
る
研
究

は
永

ら
く
途
絶

え
、

一
部

に
は
相
沢
保

氏

(
三
)

に
よ
る

ニ
ゾ

ヤ
チ
ネ
ズ

ミ
の
採
集
記

録
な
ど
が
あ

る
も
の
の
、
各
種

の
研
究
が
行
わ
れ
る
の
は

一
九

五
〇
年
代

に
な

っ
て
か
ら
で
あ
る
。

一
九
五

一
年
八
月
、
太
田
嘉
四
夫
、
芳
賀
良

一
、
山
崎

英
雄
、
森
焚
須
、
小
野
基
雄

の
諸
氏

に
よ

つ

て
ト
ム
ラ
ウ

シ
岳

に
お
け

る
ナ
キ
ゥ
サ
ギ
、

ネ
ズ

ミ
類
の
調
査
が
行
わ
れ

(
四

一
)
、

続

い
て

一
九
五

五
年

八
月

に
は
太
田
氏
、
村

田
英

二
氏
に
よ

っ
て
湧
駒

別
と
黒
岳

に
お
け
る
ネ
ズ

ミ
の
分
布
調
査
が
行

わ
れ
た

(
四

二
)
。

こ
れ
ら
の
調
査

に
ょ
り
、

松
山
温
泉

の
人
家
か
ら

ク

マ
ネ
ズ

ミ
が
発
見

さ
れ
、

こ

こ
と
湧
駒
別

の
森
林
地
帯

で
は
北
海
道

の
代

表
的
な
四
種

の
ネ
ズ

ミ
、

エ
ゾ
ヤ
チ
ネ
ズ

ミ
、

、・・
カ
ド
ネ

ズ
ミ
、

エ
ゾ

ア
カ
ネ
ズ

ミ
、

ヒ
メ
ネ
ズ

ミ
が
、
ま
た
黒
岳
や

ト
ム
ラ
ウ
シ
の
高
地
で
は

ミ
カ
ド

ネ
ズ

ミ

が
記
録

さ
れ
た
。
従
来
よ
く
調

べ
ら
れ
て

い
た
低
山
帯
以
下

の
灌
木
林

や
草
原

で
は
、

一
般

に

エ
ゾ

ヤ

チ
ネ
ズ

ミ
が
最
も
優
勢

で
、

ミ
カ
ド

ネ
ズ
ミ
は
劣
勢
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
た
が
、

こ
れ
ら
の
調
査

に
よ

っ
て
初
め
て
、
高
山
帯

の

ハ
イ

マ
ッ
林

で
は

ミ
カ
ド
ネ
ズ
ミ
の
方
が
比
較
的
優
勢

に
な
る
と
い
う
事
実

が
記
録
さ
れ
た
。

ま
た
、
登
山
者

も
ま
だ
多
く
な
か

っ
た

一
九
三

一
年

九
月
、
黒
岳
小
屋
に
す

で
に
ド

ブ
ネ
ズ

ミ
が
侵

入
し
て
い
た

こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味

の
あ
る
こ
と

で
あ

る

(
一
六
)
。

一
九
五
五
年
九
月
、
坂
上
昭

一
氏
、
森
焚
須
氏
、
菊
地
誕
史
氏
ら
は
然
別
沼
附
近

に
お

い
て

ナ
キ
ウ

サ
ギ

の

一
般
的

生
態
、
す
な
わ
ち
生
息
環
境
、
食

物
貯
蔵
、
糞
、
行
動
な
ど
に
つ
い
て
観
察
を
行

っ
た

(
四
五
)
。

一
九
六
三
年

に
出
版

さ
れ
た

「
大
雪
火
山
群

の
研
究
」

の
中

で
犬
飼
博
士
は
大
雪
山

の
動
物
に
つ
い

て
解
説
を
し
た
が
、
こ
れ

は
新
し

い
研
究

に
基
づ

い
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ

ま
で
に
得
ら
れ
て
い
た

資
料

か
ら

の
概
説

で
あ

っ
た

(
一
七
)
。

北
海
道
教
育
委
員
会

に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
き

た
文
化
財
特
別
調
査

シ
リ

ー
ズ
の

一
つ
と
し
て
大
雪
山

の
自
然
現
況
調
査
が

一
九
六
四
年
七
月

に
行

わ
れ
た
。

こ
の
中
で
、
哺
乳
類
に

つ
い
て
は

ユ
ウ

ト
ム
ラ

ウ

シ
川
、

ト

ム
ラ
ウ
シ
川
、

ヌ
プ

ン
ト
ム
ラ
ウ

シ
川
上
流
域
か
ら
沼

の
原
、

五
色

ケ
原
、

忠
別
岳
、

白
雲
岳
、
黒
岳

に
か
け
て
の
地
域

に
お

い
て
犬
飼
博

士
、
筆
者
ら
に
よ

っ
て
分
布
調

査

が

行

わ

れ

た

(
一
、

一
八
)。

こ
の
調
査
は
わ
ず

か

一
〇
日
ほ
ど
の
間

に
前
述

の
よ
う
な
広
範
囲

の
地
域
を
踏
査

し
た

も
の
で
あ

る
た

め
、
哺
乳
類
調
査
と
し
て
は
き
わ

め
て
不
充

分
な
も

の
で
あ

っ
た
が
、
合
計

=

種
が

記
録
さ
れ
た
。
ま
た
高
山
帯

の
ネ
ズ

ミ
類

に
お
い
て
は
ミ
カ
ド
ネ
ズ
ミ
ば

か
り
で
な
く
、

エ
ゾ
ヤ
チ
ネ

ズ

ミ
の
比
較
的
多

い
と
こ
ろ
も
あ

る
こ
と
が
記
録
さ
れ
た
。

川
道

武
男
氏
は
ナ
キ
ウ
サ
ギ

の
社
会
学
的
研
究

の

一
環
と
し
て
大
雪
山

の
ナ
キ
ウ
サ
ギ
生
息
地
を
踏

査
し
た
が
、
氏
の
主
要
な
調
査
地
が
置
戸

に
置

か
れ

た
た
め
、
大
雪
山

の
も

の
は
予
備
的
な
調
査

に
と

ど
ま

っ
た

(
二
二
)
。

一
九
七
〇
年
七
月
、
大
雪
山
の
動
物
調
査
と
し
て
は
最
大
規
模

の
調
査
が
総
勢
三
〇
名
余
か
ら
な

る

各
分
野

の
専
門
家
に
よ

っ
て
行
わ
れ

た
。

こ
れ
は
、
日
本

に
お
け
る
国
際
生
物
事
業
計
画
(
J
I
B
P
)

の
中

の
自
然
保
護
部
門

(
C

T
)
が

大
雪
山
を
主
要
調
査
地

の

一
つ
と
し
て
選
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、

そ

の
動
物
班

の
合
同
調
査
と
し
て
行

わ
れ
た
も

の
で
あ

る
。

こ
の
と
き

、
哺
乳
類

の
調
査
員
と
し
て
は

中
大
型
哺
乳
類
四
名
、

小
哺
乳
類
四
名
が
参

加
し
た
。
太

田
嘉
四
夫
、
朝
日
稔
、
土
屋
義
男
、
山
本
教

子
の
諸

氏
か
ら
な

る
中
大
型
哺
乳
類
班
は
旭
岳
、

北
海
岳
、

白
雲
岳
、

忠

別
岳
、

ト
ム
ラ
ウ
シ
岳
、

化
雲
岳

な
ど
の
山
頂
部
お
よ
び
旭
岳
か
ら
湧
駒
別

に
か
け
て
の
森
林
地
帯
に
お
い
て
主
と
し
て
足
跡
、

糞
、
食
痕

な
ど
に
よ
る
分
布
調
査
を
行

っ
た
。

こ
の
調
査
に
よ
り

シ

マ
リ
ス
か
ら

ヒ
グ

マ
ま
で
、
合
計

四
目

一
一
種

の
中
大
型

哺
乳
類
が
確
認
さ
れ
た

(四
三
)
。
小
哺
乳
類
班

(
阿
部
永
、

小
林
恒
明
、
前
田

喜
四
雄
、
早
田
勇
)
と
し
て
は
忠
別
川
上
流
か
ら
旭
岳
姿
見

の
池
附
近

に
か
け
て
高
度

の
異

な
る
五
カ

所

に
調
査
地
を
設
け
、
食
虫
類
、
翼

手
類
、
…翻
歯
類

の
採
集
を
行

っ
た
。

そ

の
結
果
、

ト
ガ
リ
ネ
ズ

ミ
類
三
種

、

コ
ウ
モ
リ

一
種
、

ネ
ズ
ミ
類
七
種
が
得
ら
れ
、

一
部

の
ネ
ズ

ミ
類
に

つ
い
て
は
個
体
群
構

成
、
産

児
数

、
食
性
な
ど
の
調
査

を
行

っ
た

(
二
)
。

一
九
七
〇

年
以
来
、
北
大

の
学
生

の
集
ま
り
で
あ

る
ヒ
グ

マ
研
究

グ
ル
ー
プ
が
、
白
雲
岳

を
中
心
と

し
た
、
主
と
し
て
高
山
帯

に
お
け

る

ヒ
グ

マ
の
観
察
を
続
け
て
お
り
、
糞
を
多
数
採
集
し
て
食
性
分
析

の
試
み
な
ど
も
行

っ
て
い
る

(
六
、
七
、

八
、
二
〇
)
。
た
だ
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果

に
つ
い
て
の
正
式

な
報
告

は
ま
だ
出
版

さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
後

の
研
究

の
ま
と
め
に
期
待
し
た

い
も

の
で
あ

る
。

一
九
七
三
年
六
月
、
北
海
道
電
力
富
村
発
電
所
建
設
計
画

に
基
づ

い
て
芳
賀
良

一
氏
と
小
柳
慶
吾
氏

は

シ
イ
十
勝
川
流
域
、

ト
ム
ラ
ウ

シ
温
泉
附
近
、
カ

ム
イ
サ
ン
ケ
ナ
イ
川
上
流
域
、

ヌ
プ

ソ
ト
ム
ラ
ウ

シ
川
上
流
域
な
ど

に
お
い
て
哺
乳
類
調
査
を
行

っ
た
。
こ
の
調
査

に
よ

っ
て

=

科

一
九
種

の
動
物

が

記
録

さ
れ
、
特

に
こ
こ
で
は

エ
ゾ

シ
カ
と

エ
ゾ
ク

ロ
テ
ソ
が
比
較
的
多

い
と

い
う

こ
と
が
指
摘
さ
れ
た

(
五
)
。

ヱ8



§

鳥

類

§

哺
乳
類

の
場
合

と
同
様
、
大
雪
山
の
鳥
類
が
研
究

さ
れ
は
じ
め
る
の
は

一
九
三
〇
年
前
後

か
ら
で
あ

る
。
ま
ず

、

一
九

二
九
年

八
月
三
日
、

小
林
桂
助

氏
が

小
泉
岳

に
お

い
て
ヤ

マ
ヒ
バ
リ
の
巣
卵

を
発
見

し
た

こ
と
お
よ
び
そ

の
他

二
種

の
鳥

の
観
察
を
報

告
し
て
い
る

(
た
だ
し
そ
の
後
、
ヤ

マ
ヒ
パ
リ
は

ノ

ゴ

マ
の
誤
認
で
あ

っ
た
と
訂
正
さ
れ
た
)
(
二
九
、
三

一
)
。

小
林
賢

三

(
ー
桂
助
)
氏
は
さ
ら
に

一
九
三

一
年

七
月
と

八
月

に
も
表
大
雪

の
各
地
を
歩
き
、
鳥
類

の
観
察
を
行

っ
た
。
氏
は
針

葉
樹
林
帯

で
二
九
種
、
森
林
限
界

よ
り
上
に
お
い
て

一
一
種

を
記
録

し
た

(
三
〇
)
。

ま
た
、

一
九
三

一
年
に
は
山
階
芳
磨
博

士
も
黒
岳

に
登
り
、
さ
ら

に
採
集
人

を
忠
別
岳
方
面

ま
で
派
遣

し
て
鳥
類

の
採
集
を
行

っ
た
。

こ
の
と
き

の
結
果

に
つ
い
て
は
、
後

述
の

一
九
四
九
年

の
論

文

の
中
で
報
告
さ
れ

て
い
る
。

一
九
三
九
年
七
月
、
清

棲
幸
保
博

士
は
層
雲
峡
-
黒
岳
間

で
鳥
類
の
観
察
を
行

い
三
三
種
を
記
録

し

た
。
そ
の
結
果
、
従
来
大
雪
に
は
多

い
と
さ
れ
て
い
た
メ
ボ
ソ
ム
シ
ク
イ
が
繁
殖
し
て
い
な

い
こ
と

、
お

よ
び
ク

ロ
ジ
や

エ
ゾ

ム
シ
ク
イ
が
繁
殖
し
て
い
る
ら
し

い
こ
と
を
発
見

し
た
と
述

べ
て
い
る

(
二
六
)
。

小
林

桂
助
氏

は
前
述
の

一
九

二
九
年
、

一
九
三

一
年

の
調
査
結
果
に
加
え

て
、

一
九
三
九
年

に
も
再

度
調
査
を
行
い
、
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
大
雪
山
の
標
高

一
、
四
〇
〇

m
以
上
の
寒
地
帯

に
住
む
動
物
相

に
つ
い
て
論
議
を
行

っ
た

(
ご
二

)
。

一
九
三
六
年

一
〇
月
三
日
の
台
風

に
よ

っ
て
裏
大
雪

の
十
勝
三
肢
国
有
林

で
大
風
倒
木
が

生
じ
、

こ

れ
が
原
因
と
な

っ
て
キ
ク
イ

ム
シ
や
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
な
ど

の
害
虫
が
そ
の
後
、
数
年

に
わ
た

っ
て
発
生

し
た
。

一
九
四

二
年

九
月
十
九

日
、
そ
れ
を
調
査
中
で
あ

っ
た
井
上
元
則
氏
は
、

一
羽

の
見
慣
れ
な

い

キ

ツ
ツ
キ
を
発
見
し
、
同
年

十

一
月
十

一
日
お
よ
び
十

二
月
十
七
日

・
十
九
日

に
各

一
羽
を
採
集

し
た

(
一
〇
、

一
一
)
。
こ
れ
ら
の
標
本

は
山
階
芳
磨
博
士

に
送
ら
れ
て
精
査
さ
れ
た
結
果
、

エ
ゾ

ミ

ユ
ビ
ゲ

ラ
と

い
う
新
亜
種
の
キ

ッ
ッ
キ
と
し

て
翌

一
九
四
三
年
、
日
本

生
物
地
理
学
会
報

に
発
表
さ
れ

た

(
四

九
)
。井
上

氏
は
そ
の
後

、
こ
れ

ら
の
キ
ッ
ツ
キ
の
胃
内
容
分
析
結
果

に
つ
い
て
も
報
告
し

て
い
る
(
九
)
。

一
九
四
九
年
、

山
階
博
士
は

「
北
海
道
大
雪
山

の
鳥
類

に
就

い
て
」

と
題
す

る
論
文
を
発
表
し
た

(
五
〇
)
。

こ
れ
は
こ
の
当
時
ま

で
に
発
表
さ
れ
た
大
雪
山

の
鳥
類

に
関
す
る
報
文

の
中

で
は
最
も
重
要

な
も

の
で
、
そ
れ
ま
で
に
記
録
ま
た
は
採
集
さ
れ
た
も
の
の
う

ち
正
確
と
思
わ
れ

る
六

二
種

と
、
報

告

は
あ

る
が
正
確

さ
に
不
案

の
残

る
三
種

に
つ
い
て
解
説

を
行

っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
六
二
種

に
つ
い

て
さ
ら
に
分
析

し
、
大
雪
山
で
繁

殖
す

る
も

の
五
八
種
、
冬
鳥
ま
た
は
旅
鳥
三
種
、
迷
鳥

一
種

に
分
け

た
。
そ

し
て
こ
れ
を
本
州
の
富
士
山
や
日
本

ア
ル
。フ
ス
の
も

の
と
比
較
す

る
と
、
大
雪
山

の
も
の
で
は

繁
殖
鳥

の
比
率
が
非
常
に
大
き

い
点

に
特
徴
が
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、
各
種

の
垂
直
分
布

に
つ

い
て
も
検
討
を
行

っ
た
。

た
だ
、

こ
れ
に
使
用

さ
れ
た
資
料
は
次

の
人

々
に
よ

っ
て
採
集
ま
た
は
観
察

さ
れ

た
も

の
が
大
部
分
で
、
山
階
博
士
自
身

の
調
査

は
そ
れ
ら
の
標
本
の
調
査
と
前
述

の

一
九
三

一
年

夏
の
黒
岳
附
近

に
お
け
る

一
回

の
現
地
調
査
だ

け
で
あ

る
こ
と
を
付
言
し
て
お
き

た
い
。
現
地
で
の
採

集
調
査
者

は
犬
飼
哲
夫
博

士
の

一
九
二
五
年

八
月
、

一
九
三

一
年
七
月
、

一
九
三

二
年
八
月
、

一
九
三

四
年
三
月
、
七
月
お
よ
び
十

二
月
、
小
熊

桿
博
士

の

一
九
三

一
年
十
月
、
小
熊

・
犬
飼
両
博
士

の

一

九
三

一
年
九
月
、
林
禎

二
郎
博
士
の

一
九
三

一
年

八
月
、
市
川
伸
平

氏
の

一
九
三

一
年

五
月
お
よ
び

六

月
な

ど
で
、
調
査
域
は
大
雪
山

の
ほ
ぼ
全
域

に
わ
た

っ
て
い
る
。

こ
の
報
告

の
後
、
し
ば

ら
く
目
立

っ
た
研
究

は
な
か

っ
た
が
、

一
九
六
四
年
七
月

に
は
前
述

の
北
海

道
教
育
委
員
会

に
よ
る
比
較
的
広
範
囲
の
鳥
類
調
査
が
行

わ
れ
た
。

こ
れ

に
は
犬
飼
哲
夫
、
藤
巻
裕
蔵
、

斎
藤
春
雄

の
各
氏
お
よ
び
筆
者
も
加
わ
り
、
十
勝
川
上
流
域
か
ら
沼

の
原
、
忠
別
岳
、
白
雲
岳
、
黒
岳

に
わ
た
る
地
域
を
歩
き
、
五
七
ー

八
種
の
鳥
が

記
録

さ
れ
た

(
一
、

一
八
、
四
四
)。

し
か
し
、
こ
れ
も

一
回
だ
け

の
踏
査

に
よ
る
記
録

に
す
ぎ
な

い
も
の
で
あ

っ
た
。

一
方
、
斎
藤
氏

は
こ
の
報
告

の
中

に
、

一
九

六

一
年
以
降
、
表
大
雪
地
域

に
お
い
て
七
月

に
三
回
行

っ
た
観
察

の
記
録

を
収
録

し
て
お
り
、
そ

れ
に
は
七

五
種
が
含
ま
れ
て

い
る
。

小
川
巌
氏

は
北
大

ヒ
グ

マ
研
究
グ

ル
ー
プ

の

一
員
と
し

て
大
雪
山
高
山
帯

に
お
け

る
ヒ
グ

マ
調
査
の

折
り
、
鳥

に

つ
い
て
も
観
察
を
行

っ
て
い
る

(
三
八
)。

か
れ
は
高
根

ケ
原
を
中
心
と
し
た
標
高

一
、
六

〇
〇

m
以
上

の
高
山
帯
で
記
録
し
た

二
七
種
類

を
あ
げ
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
標
高

お
よ
び
そ
れ
以
外

の

環
境
要
素
と
結
び

つ
け
て
グ
ル
ー
プ
分
け
を
す

る
試
み
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
従
来
、
日
本

で
は
繁

殖

記
録

の
な

か

っ
た

ハ
ギ

マ
シ
コ
に
つ
い
て
、
大
雪
山
高
山
帯
で
の
繁
殖

の
可
能
性
を
指
摘
し

て
い
る
。

同
じ
こ
ろ
白
雲
岳
附
近
で
、

ハ
ギ

マ
シ
コ
の
幼
鳥

ら
し
き
も
の
を
観
察
し
た
と
い
う
別

の
報
告
も
あ

る

(
三
三
)
。

大
雪
山

の
鳥
類
に

つ
い
て
、
最
も
大
規
模

な
研
究
が
行

わ
れ
た
の
は

一
九
七
〇
年
七
月
の
J
I
B
P

-
C

T
S
鳥
類
班
の
黒

田
長
久
氏
ら
五
名

に
よ
る
も

の
で
あ
る
(
三

二
)。

こ
の
と
き

の
調
査

は
湧
駒

別

を
中
心
と
し
て
野
花
南
、
天
人
峡
、
黒
岳
、
層
雲
峡
、
北
海
岳
、
白
雲
岳
、
銀

泉
台
に
い
た
る

コ
ー
ス

で
行

わ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
と
異
な
る
の
は
線

セ
ン
サ

ス
法
が
採
用
さ
れ
、
種
類

ば
か
り
で
な
く
、
生
息
数
も
計
測

さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
方
法

に
よ
り
、
各

コ
ー

ス
別
の
種
類
構
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成

や
相
対
優
占
度
が
算

定
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
地
域

の
主
要
植
生
別
鳥
類
群
集

の
構
造

に
つ
い

て
も
検
討
を
加
え

た
結
果
、
こ
こ
の
森
林
帯

に
お
い
て
は
本
州
以
南

の
も
の
に
比
べ
て
優

占
種
群

に
お

け
る
食
虫
性

小
鳥

の
比
率
が
少
な
く
、
種
子
食
性

小
鳥
が
多

い
と

い
う
特

長
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し

て

い
る
。
な
お
、
本
州
、
四
国

の
亜
高
山
帯

で
普
遍
的

に
多

い
食
虫
性
夏
鳥

、
メ
ボ

ソ
ム
シ
ク
イ
が

こ
こ

で
は
全
く
記
録

さ
れ
ず
、

清

棲

(
二
六
)

の
結
果
を
裏
づ
け

て
い
る
。
門そ
の
他
垂
直
分
布
に

つ
い
て

も
、
大
雪
山
と
本

州
方
面

の
も

の
と

の
相
違
が
論
議

さ
れ

て
い
る
。

十
勝
川
上
流
富
村
発
電
所
ダ

ム
建
設
に
伴
う
生
態
調
査

の

一
環
と
し

て
、

一
九
七
三
年
六
月

に
行

わ

れ
た
十
勝

川
上
流
域

の
鳥
類
調
査
に
よ

っ
て
、
芳
賀
良

一
氏

は
五
八
種

の
鳥
を
記
録
し
た
。

こ
の
際
、

六
地
区

に
お

い
て
線

セ
ソ
サ
ス
が
行

わ
れ
た
が
、
各
個
所
と
も

一
回
だ
け
の
測
定

で
あ
る
の
で
、
そ

の

精
度

に
は
問
題
が
あ
る

(
四
)
。

以
上

に
紹
介
し
た
も

の
は
い
ず
れ
も
短
時

日
の
調
査
行

に
ょ
る
調
査

の
結
果

で
あ

っ
た
が
、
糠
平
湖

畔

に
あ

る
東
大
雪
博
物
館

の
川
辺
百
樹
氏
は

一
九
七
三
年

よ
り
十
勝
川
上
流
域

の
鳥
類

に
つ
い
て
周
年

観
察
を
始
め
て
お
り
、
す

で
に
シ

マ
フ
ク

ロ
ゥ
や
キ

ソ
メ
フ
ク

ロ
ゥ
の
記
録
が
得
ら
れ

る
な
ど
、
成
果

が
あ
が
り

つ
つ
あ
る

(
二

一
)
。

§

両
生

・
爬
虫
類
幽
§

大
雪
山

の
両
生

・
爬
虫
類

に
関
す

る
研
究

は
非
常
に
少
な
く
、
単

な
る
採
集
記
録

や
観
察
記
録
が
大

部
分
で
、

こ
れ
ま
で

に
七
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る

(
一
、

一
七
、
三

六
、
三
七
、

四
六
)
。

小
林
弘
氏
ら
は

一
九
六
二

・
一
九
六
一二
年
に
旭
川
周
辺
と
旭
岳
西
部
地
域
に
お
け

る

エ
ゾ
ア
カ
ガ

エ

ル
の
分
布
、
産

卵
、
幼
生

の
生
長
、
食
性
、
形
態
変
異
な
ど
に

つ
い
て
研
究
を
行

っ
た

(
二
八
)
。

大
雪
山

の
両
生

・
爬
虫
類

に
つ
い
て
の
最
も
詳
し

い
研
究

は
、

一
九
七
〇
年

七
月
に
行
わ
れ
た
J
I

B
P
l

C
T
S

班

の
柴
田
保
彦
氏

の
も

の
で
あ
ろ
う

(
四
七
)
。

こ
の
調
査

は
旭
岳
、
湧
駒
別
、
天
人

峡
附
近

で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
従
来
か
ら
記
録
の
あ

っ
た
七
種

は
改
め
て
す

べ
て
採
集

さ
れ
、

そ
れ

ら
の
垂
直
分
布
、
食
性
な
ど

に
つ
い
て
も
検
討
が
な
さ
れ

た
。

§

魚

類

§

大
雪
山
地
域
内

の
河
川

や
湖

に
生
息
す
る
魚
類

に
つ
い
て
の
研
究

は
き
わ
め
て
少
な
く
、
筆
者

の
知

る
限

り
で
は
次

の
数
篇
が
あ

る
に
す
ぎ
な

い
。

ま
ず

一
九
三
四
年
、
西
尾
新

六
氏

は
層
雲
峡
上
流

で
採
集

し
た
二
八
九
個
体
の
オ

シ
ョ
ロ
コ
マ
の
胃

内
容

を
分
析

し
、

こ
の
魚

の
食
物

の
大
部
分
が

一
二
目

二
五
種

以
上

の
昆
虫
か
ら
な
る
こ
と
を
指

摘
し

た

(
三
五
)
。

ま

た
大
島
正
満
氏
は

一
九
三
八
年
、

然
別
湖
産

の
オ

シ
ョ
廿
コ
マ
を
調

べ
た
結
果
、

こ

れ
は
特
有

の
新
種

ミ
ャ
ベ
イ

ワ
ナ
で
あ

る
と
し
て

「植
物

及
び
動
物
」
誌

に
発
表
し
た

(
四
〇
)
。
こ
の

魚

に
つ
い
て
は
前
川
光
司
氏
が
近
年
数
年

に
わ
た

っ
て
生
態
、
形
態
、
生
長
な
ど
に
つ
い
て
詳
細

な
研

究
を
行

い
つ
つ
あ

り
、

い
ず
れ
発
表
が
あ

る
も

の
と
思
わ
れ

る
。

一
九
六
四
年

七
月

の
北
海
道
教
育
委
員
会

に
よ
る
大
雪
山
特
別
調
査
の
際
、

ト
ム
ラ
ウ

シ
川
上
流

で

採
集

さ
れ
た
オ

シ

ョ
ロ
コ
マ
の
体
長
分
布

に
つ
い
て
筆
者
が
簡
単
な
報
告
を
行

っ
た

(
一
)
。

一
九
七
三
年

六
月
、
富
村
発
電
所
ダ

ム
建
設

に
伴
う
現
況

調
査
と
し
て
十
勝
川
上
流
域

の
水
生
動
物

調
査
が
井
上
聡
氏
等

に
よ

っ
て
行

わ
れ
た
。

こ
の
調
査

で
は
各
支
流
域
の
魚
類
の
分
布
、
食
性
お
よ
び

底
生
動
物
の
現
存

量
調
査

な
ど
が
行

わ
れ
た

(
=

一)
。

§

そ

の
他
の
動
物

(
昆
虫

を
除
く
)
§

無
脊
椎
動
物
の
調
査
研
究

に
つ
い
て
の
解
説

は
筆
老

の
能
力

で
は
な
ん
と
も
致
し
難

い
が
、

一
九
七

〇
年

の
J
I

B
P
I

C

T
S
調
査

の

一
環
と
し

て
行

わ
れ
た
も
の
に
、
次

の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
こ
と

を
付
け
加
え
て
お
き

た
い
。
恩
藤
芳
典
氏

に
よ
る
等

脚
類
の
研
究
(
三
九
)
、

八
木
沼
健
夫
氏
と
西
川
喜

朗
氏
に
よ
る
真
性

ク

モ
類

の
研
究
(
四
八
)
、
森
川
国
康

氏
と
渡

辺
弘
之
氏
に
よ
る
森
林

土
壌
動
物
相
の

研
究

(
三
四
、
五

一
)

な
ど
が
そ
れ
で
あ

る
。

こ
の
う

ち
、

八
木
沼
氏
ら
に
よ
る
ク

モ
類

の
調
査
報
告

書
の
中

に
は
大
雪
山

の
ク

モ
の
研
究
史

に
つ
い
て
も
ふ
れ
ら
れ
て
あ

る
の
で
、
こ
れ
を
参
照

さ
れ
た
い
。

以
上
が
大
雪
山
の
動
物
研
究
史

の
概
要

で
あ

る
が
、
す

で
に
み
て
き
た
よ
う

に
、

一
九
三
〇
年
代

ま

で
の
初
期

の
研
究

に
お
い
て
は
、
ま
ず
種
類

の
確
定

や
種

類
相
の
研
究
が
中
心
で
、

一
九
四
〇
年
代

か

ら

一
九

五
〇
年
代

に
か
け
て
生
物
地
理
学
的

・
生
態
学
的

研
究
あ

る
い
は
生
態
的
分
布

に
関
す

る
研
究

が
加
わ
り
、

一
九
六
〇
年
代

の
終
わ
り
か
ら

一
九
七
〇
年
代

に
か
け
て
、
近
代
的

な
生
態
学
的
手
法
が

と
り
入
れ
ら
れ
た
研
究
が
開
始
さ
れ
た
。
し
か
し
、

ま
だ
研
究
成
果
の
蓄
積
は
少
な
く
、
特

に
大
雪
山

地
域

に
内
包
さ
れ
る
諸
環
境
と
動
物
相
と

の
関
係
、
風

倒
や
森
林
伐
採
等

に
よ
る
環
境

の
変
化
と
動
物

相
の
変
化
、
こ
の
地
域

に
特
有

の
動
物

の

一
般
生
態

に
関
す

る
研
究
な
ど
、
保
護
管
理

の
た
め

の
基
礎

的
研
究
は
き
わ
め
て
不
充

分
な
状
態
に
あ

る
。

こ
れ

ら
の
研
究

は
決
し
て
容
易
な
も
の
で
は
な

い
が

、

今
後
ぜ

ひ
と
も
行

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
で
あ

ろ
う
。

(北
海
道
大
学
農
学
部
応
用
動
物
学
教
室
)
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